
普及活動情勢報告（令和５年１２月分）

幡多農業振興センター農業改良普及課

いちごの栽培状況は？ ～JA宿毛支所いちご部会 現地検討会～

11 月 21 日、宿毛市で JA 宿毛支所いちご部会の現地検討会が行

われ、生産者８名、関係機関８名が参加しました。

生産者４名のほ場を巡回し、生産者間で栽培状況を確認しまし

た。農業改良普及課からは、ほ場の耕種概要、厳寒期における栽

培管理のポイントについて説明しました。生産者からは、「今年

は高温が続いて生育が遅れている」、「暖房はもう動いているか」

など積極的に意見交換していました。

農業改良普及課は、今後も現地巡回、生育調査等を行い収量･

品質向上に向けて支援していきます。

大きなジャガイモがいっぱい！ ～宿毛４Hクラブ 二ノ宮保育園ジャガイモ収穫～

11 月 28 日、宿毛市二ノ宮で宿毛４H クラブによる二ノ宮保育

園児へのジャガイモ収穫体験が行われ、クラブ員 7 名、園児 14

名、関係機関 4 名が参加しました。

農業改良普及課は日程の調整や準備等を行い、当日は、クラブ

員が園児たちへ収穫方法を教えた後に、園児が自分で植えたジャ

ガイモを力いっぱい引き抜いていました。

今後も、予定しているイベント等での準備等のサポートを行

い、宿毛４H クラブの活動を支援していきます。

スマート農業の拡大を！ ～幡多地域農業用ドローン利用者連絡協議会～

11 月 28 日、中村合同庁舎で令和５年度第２回幡多地域農業用

ドローン利用者連絡協議会が開催され、利用者 18 名、農薬メー

カー7 名、関係機関 8 名が参加しました。

会では、環境農業推進課から農薬安全使用と県への届出につい

て、農薬メーカーからはドローンで使用できる農薬について説明

がありました。農業改良普及課からは、ドローンのライセンス制

度の現状について情報提供しました。参加者からは「高低差のあ

るほ場でのドローン操縦の注意点は」、「除草剤のドローンでの

使用事例は」などの意見が出ました。

農業改良普及課では、今後もドローンの利用拡大によるスマー

ト農業の推進に取り組んでいきます。



法人の担い手確保を目指して ～アグリサポートセンターによる支援～

11 月 30 日、四万十市西土佐奥屋内集会所で（農）黒尊川営農

組合の役員会が開催され、（農）黒尊川営農組合理事 5 名とアグ

リサポートセンターからの専門家 1 名、関係機関７名が参加しま

した。この会は、（農）黒尊川営農組合の担い手確保を支援する

ために、農業改良普及課がアグリサポートセンターへ支援を依頼

したものです。

理事からは、「組織を継続していくには、利益を出さないとい

けない」、「集落外から担い手を呼びたい」との意見がありまし

た。

今後は、今回の意見を取りまとめ、担い手確保対策の内容と取

り組むスケジュールを検討し、担い手確保に取り組んでいきま

す。

すくも文旦をみんなで盛り上げよう！ ～すくも文旦育成会 定例会～

12 月 1 日、宿毛市役所会議室で、すくも文旦育成会の定例会が

開催され、生産者 14 名、関係機関 2 名が参加しました。

農業改良普及課からは、基礎学習会として果樹の栄養・肥料と

土づくりについて説明しました。生産者からは「各種肥料成分の

働きが解った」、「土壌改良剤の投入で生理障害が改善した」、

「生理障害対策に土づくりが重要やね」などの声がありました。

今後は、剪定講習会を開催し、すくも文旦育成会の栽培技術の

向上と活動を支援していきます。

宗呂川地域をみんなで守っていくために！ ～宗呂川地域意見交換会～

12 月 2 日、（農）ふぁー夢宗呂川が土佐清水市宗呂川地域の地

域住民との意見交換会を開催し、地域住民 15 名と法人の役員 8

名、関係機関 4 名が参加しました。

会の中では、宗呂川地域を守っていくためにどうすれば良い

か、ワークショップ形式で意見交換しました。

農業改良普及課は、地域アンケートの結果や、集落活動の取り

組み状況について説明しました。また、意見交換会ではファシリ

テーターとして参加者の意見をまとめ、「地域のコミュニティ作

りが重要」、「周囲への声かけが必要」などの意見が出ました。

農業改良普及課は、今後も（農）ふぁー夢宗呂川の担い手確保

に向けた協議、取組を支援していきます。



GAPの基本は整理整頓から！ ～西土佐農業公社GAP点検～

12 月 5 日、西土佐農業公社で GAP 点検を実施し、農業公社１名、

関係機関 1 名が参加しました。

西土佐農業公社では研修の一環として GAP に取り組んでおり、

農業改良普及課が第三者として点検し、農薬や農業資材の保管方

法や管理簿への記帳について指導しました。担当者は｢研修生に

対して、就農する前から整理整頓や記帳の習慣を付けさせたい｣

と、積極的に取り組んでいました。

農業改良普及課は、今後も、農業公社を中心として若手農家へ

の GAP の普及に取り組んでいきます。


